
１ 九都県市環境問題対策委員会大気保全専門部会の概要

九都県市環境問題対策委員会大気保全専門部会の目的
大気中の光化学オキシダント及び微小粒子状物質（ＰＭ２．５）等の低減に向けた原因

物質の排出削減対策や、窒素酸化物及び粒子状物質の削減に向けた自動車排出ガス対策等
を行っている。

主な取組
（１）ディーゼル車対策
（２）エコドライブの普及啓発
（３）指定低公害車の普及
（４）光化学オキシダント対策

九都県市首脳会議とは・・
九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、さいたま市、千葉市、

相模原市）の知事及び市長が、共有する膨大な地域活力を生かし、共同して広域的課題に
積極的に取り組むことを目的としている。
首脳会議の下に、委員会等を設置し、さらにその下に幹事会、部会等を設置し、首脳会

議の運営や広域的課題に関しての具体的な調査・検討・協議等を行っている。
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◆ 自動車からの粒子状物質の排出を抑制するため、一

都三県（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）の条

例により平成15年10月からディーゼル車運行規制を

実施

◆ 条例施行月である10月をディーゼル車対策の強化月

間として位置付け、高速道路のサービスエリアや

パーキングエリア等におけるポスターやデジタルサ

イネージによる周知活動、車両検査を実施

◆ 首都圏の運送事業者機関誌への記事掲載、運送事業

者等へのリーフレット等を配布

デジタルサイネージ広告 トラック協会機関誌記事

2 九都県市環境問題対策委員会大気保全専門部会の主な取り組み

（１）ディーゼル車対策
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◆ 自動車からの大気汚染物質や二酸化炭素の排出の削減につながり、
さらに燃費向上や交通安全にもつながるエコドライブの普及を図
るため啓発事業を実施

◆ ＪＡＦとの共催事業として、平成２０年から令和元年及び、令和
６年にエコドライブの運転技術を身につけるための講習会を実施

◆ 令和７年度のＪＡＦ共催事業は、イベントでエコドライブシミュ
レータを用いた講習を実施

◆ 平成３０年度及び令和３年度に作成した普及啓発動画をデジタル
サイネージで映画館や公共施設で放映

◆ 各都県市のイベントでエコドライブのロゴ入りタオル、ノート等
の啓発品を配布

2 九都県市環境問題対策委員会大気保全専門部会の主な取り組み

（２）エコドライブの普及啓発
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◆ 九都県市では、地球温暖化対策の一環として、低炭素（低燃費）と
低排出ガスの両方の性能を満たした環境に優しい自動車を「指定低
公害車」に指定し、導入を広く推奨している

◆ 九都県市指定低公害車には、九都県市指定低公害車証を配布

◆ 平成８年３月に低公害車指定制度をはじめ、これまで約８０００型
式の指定低公害車を指定（開始当初は「七都県市低公害車」）

◆ 九都県市が率先して公用車に導入していくとともに、低公害車の導
入を一般に広く推奨

2 九都県市環境問題対策委員会大気保全専門部会の主な取り組み

（３）指定低公害車の普及

4九都県市指定低公害車証



◆ ６月から９月までの間を「夏季のＶＯＣ対策」重
点実施期間（６～９月）として、事業者及び業界
団体へＶＯＣ排出削減の推進について協力依頼を
実施

◆ ＶＯＣの排出削減を目的に、本対策の必要性や原
因物質である揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の排出
削減に向けた九都県市の取組について、あおぞら
ネットワークホームページへの掲載・九都県市共
通リーフレットの配布等の啓発活動を実施

ＶＯＣ排出削減リーフレット

2 九都県市環境問題対策委員会大気保全専門部会の主な取り組み

（４）光化学オキシダント及び微小粒子状物質（ＰＭ２．５）対策
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①VOC排出量の更なる削減に向けて、これまでの施策の評価及び今後の具体的な削減対策の提示をするなど、
総合的かつ広域的な削減対策を推進すること。

②VOC排出抑制対策における事業者の自主的取組が一層推進されるよう、中小事業者への財政支援など必要な
措置を引き続き講じること。また、公共調達におけるVOC排出抑制への取組が推進されるよう、グリーン購
入法等においてVOC対策の配慮事項を拡大するなど必要な措置を講じること。

③自動車NOx・PM法による施策を継続して講じるとともに、流入車対策を含めた実効性のある自動
車排出ガス対策を講じること。また、NOx排出量の多いディーゼル重量車の更新が促進される措
置を講じること。

④新車時の自動車排出ガス低減性能が使用過程でも維持されるための技術開発に資する調査研究を行うこと。
また、自動車の実際の走行時における、自動車排出ガスの状況を的確に把握できる測定方法のディーゼル
重量車への導入及び実際の走行時における自動車排出ガスを低減させる措置を講じること。

⑤タイヤやブレーキの摩耗に伴い発生する粉塵について、測定方法を確立するとともに、自動車メーカー、
タイヤメーカーに対して粉塵の発生低減のため、技術開発の推進を働きかけること。

３ ＮＯｘ・ＰＭ法の制度に関する要望等

（１）国への要望内容
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３ ＮＯｘ・ＰＭ法の制度に関する要望等

（２）要望の理由

◆ 大気環境は改善されてきたが、未だに光化学スモッグ注意報は毎年発令されており、光化学ス
モッグの原因物質の一つであるNOxの規制は継続する必要がある。

◆ 依然として不適合車が走行しており、規制の継続は必要である。
◆ NOx排出量の多い重量車について、乗換時にNOx排出量が少ない自動車への移行を推進する施策が

必要である。

（３）今後のＮＯｘ・ＰＭ法について

現在までの大気環境の改善はNOx・PM法の規制によるところが大きいと考えられるため、改善さ
れた大気環境の維持に必要な制度は継続し、制度内容の精査を希望する。
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